
 

 

 

 

１１月の保健目標 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１１月１５日 

呉市立両城中学校 

かぜを予防しよう 

秋も深まる１１月。かぜ，インフルエンザ，新型コロナウイルス感染症，感染性胃腸炎など

感染症が流行る季節です。予防のためにできることは，手洗いやこまめな換気など，今まで繰

り返しやってきたことです。改めて，予防対策を意識した行動を心がけましょう。 

また保健室では，身体の冷えから体調を崩す生徒が増えました。衣服の調節や身体を温める

行動を意識して，寒さ対策も準備しておきましょう。 

 寒い季節になると，暖かい空気が逃げないように窓を閉めきってしまうことはありませんか？

窓を全開にする必要はないので，5～10cmほどは上の窓を常に開けておきましょう。 

 寒さが苦手な人へ，寒さに役立つお手軽なアイテムをご紹介します！ 

 それは…「下着」です。冬の厳しい寒さから身を守るために有効な方法の 

ひとつが，服と服の間に空気の層を作ること。つまり，“重ね着“です。とは 

いえ，コートやダウンを重ねて着ることはできません。そこで，下着の出番 

というわけです。 

 「たかが下着ぐらいで，そんなに効果があるのかな…」と思っているあな 

た，ぜひ一度お試しあれ♫ 



 

 

 

 
感染症が流行る季節には健康観察がとても大切です。保体委員会の取組では，

健康観察を全員がタブレットで提出できるよう朝の会や昼の放送で呼びかけを

毎日行っています。生徒のみなさん，自分の健康状態を知るためにも必ず提出す

るようにしましょう。目指せ！全学年全員提出！ 


